
聖
誕
七
五
○
年
を
迎
え
、
宗
祖
が
「
上
行
菩
薩
の
再
誕
」
又
は
「
上
行
菩
薩
の
垂
迩
」
等
と
述
べ
て
、
特
に
八
当
身
の
問
題
Ｖ
と
し
て

重
視
さ
れ
た
点
に
関
し
、
些
か
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

元
来
、
「
上
行
菩
薩
」
と
い
う
の
は
、
法
華
経
の
従
地
涌
出
品
に
お
い
て
、
大
地
震
裂
し
、
地
よ
り
涌
出
し
た
四
大
菩
薩
の
中
の
一
人

で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、

「
是
の
菩
薩
衆
の
中
に
、
四
導
師
有
り
。
一
を
上
行
と
名
づ
け
、
二
を
無
辺
行
と
名
づ
け
、
三
を
浄
行
と
名
づ
け
、
四
を
安
立
行
と

①

名
づ
く
。
是
の
四
菩
薩
は
、
其
の
衆
の
中
に
於
て
、
股
も
為
れ
上
首
、
唱
導
之
師
な
り
。
」

と
あ
り
、
此
の
経
文
の
「
有
二
四
導
師
こ
並
に
「
岐
為
上
首
、
唱
導
之
師
」
と
云
う
語
か
ら
考
え
て
み
て
も
わ
か
る
如
く
、
こ
こ
に
登
場

し
て
来
た
「
上
行
等
の
四
大
替
薩
」
は
、
一
般
の
菩
薩
と
異
り
、
末
法
の
「
導
師
」
と
し
て
「
岐
為
上
首
」
に
位
し
、
法
華
経
弘
通
の
た

め
の
「
唱
導
之
師
」
と
し
て
、
特
に
選
任
さ
れ
た
大
士
で
あ
る
。

②
③

従
っ
て
、
仏
の
滅
後
末
法
に
応
現
し
、
仏
に
代
っ
て
妙
法
を
弘
め
る
「
如
来
使
」
で
あ
り
、
「
釈
尊
の
脇
士
」
と
し
て
、
極
め
て
重
大

な
使
命
を
帯
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
四
大
菩
薩
は
、
神
力
品
に
お
い
て
、
別
付
属
を
受
け
、
末
法
弘
経
の
任
に
つ
く
こ
と

日
蓮
聖
人
の
「
上
行
再
誕
」
に
っ

上
田
本
い

て

日
Eヨ
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ノ

ノ
ノ
ー
シ
ニ
ノ

ノ
ニ

ノ
。
。
。
ノ
。
。
。
⑤

④
其
本
尊
為
し
体
本
師
娑
婆
上
宝
塔
居
レ
空
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
・
釈
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
隣
云
云

◎
。
◎
◎
シ
ナ
ノ
ノ
リ
テ
卜

／
シ
ヅ
墨
⑥

、
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
一
脇
士
二
間
浮
提
第
一
本
尊
可
レ
立
二
此
国
一
。

等
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
⑦
の
文
は
法
華
経
の
題
目
を
、
仏
が
特
に
地
涌
千
界
を
選
ん
で
付
属
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
迩
化
の
文
殊
・
薬
王
等
の
諸
菩
薩
が
、
此
の
経
の
弘
通
を
申
し
出
た
の
を
し
り
ぞ
け
て
、
「
止
菩
男
子
不
し
須
三
汝
等
護
二
持
此

⑦

経
一
」
と
制
せ
ら
れ
た
の
は
、
此
の
経
の
「
末
法
広
市
」
が
如
何
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え

よ
う
。
即
ち
、
妙
法
五
字
の
付
属
に
当
っ
て
、
仏
は
極
め
て
慎
重
な
態
度
で
の
ぞ
ま
れ
て
お
り
、
軽
る
が
る
し
く
行
う
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
、
そ
の
付
属
の
相
手
を
選
任
す
る
に
際
し
て
も
、
釈
尊
初
発
心
地
か
ら
の
本
弟
子
た
る
本
化
の
大
士
が
召
集
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
。
末
法
の
「
唱
導
師
」
と
し
て
、
地
涌
上
行
等
が
指
名
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

ノ

②
「
今
末
法
初
、
以
レ
小
打
レ
大
、
以
レ
権
破
レ
実
、
東
西
共
失
し
之
天
地
顛
倒
。
迩
化
四
依
隠
不
二
現
前
一
。
渚
天
奔
二
其
国
一
不
し
守
二
渡

⑧

。
０
．
○
０
０
つ
◎

之
一
・
此
時
地
涌
菩
薩
始
出
一
現
世
一
但
以
二
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
令
し
服
二
幼
稚
一
。
」

と
解
説
し
て
い
る
。
所
詮
、
通
化
他
方
の
大
権
の
菩
薩
衆
で
は
、
濁
世
末
法
の
悪
桟
を
救
済
す
る
こ
と
は
不
適
で
あ
り
、
任
の
頭
き
を
も

っ
て
の
故
に
、
仏
内
証
の
寿
職
品
を
付
属
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
上
行
菩
薩
は
そ
の
中
で
も
特
に
代
表
者
と
し
て
、
常
に
上
首
を
た
も
っ
て
い
る
。

故
に
宗
祖
は
常
に
上
行
菩
薩
を
、
「
地
涌
の
菩
薩
」
又
は
「
地
涌
千
界
」
或
い
は
「
本
門
の
四
大
菩
薩
」
の
代
表
者
、
即
ち
仏
使
と
し

て
仰
ぎ
、
「
末
法
の
導
師
」
と
し
て
尊
重
し
て
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
観
心
本
尊
抄
に
は
、

ノ
チ
ハ

ノ
ニ

ユ
モ
シ
タ
マ
ハ
ヲ
ニ
ヤ
ヅ
ヤ
シ
ナ
◎
○
。
Ｏ
ヲ
テ
ヅ

⑦
「
此
本
門
肝
心
於
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
仏
猶
文
殊
薬
王
等
不
レ
付
二
属
之
一
。
何
況
其
巳
下
乎
。
但
召
二
地
涌
千
界
一
説
二
八
品
一
付
ニ

シ
タ
マ
フ
ヲ
④

屈
之
一
。

（”）



。
○

④
の
文
は
前
述
せ
る
如
く
、
本
仏
釈
尊
の
「
脇
士
」
と
し
て
の
性
格
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
脇
士
」
と
は
本
仏
釈
尊
の
わ
き
に

在
っ
て
、
補
佐
す
る
大
士
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
特
に
十
界
勧
請
の
大
曼
陀
羅
本
尊
に
お
け
る
本
化
菩
薩
界
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
え
よ
う
。
同
じ
く
、
の
文
は
「
本
門
の
本
尊
」
を
示
さ
れ
た
一
段
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
八
一
尊
四

士
Ｖ
の
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本
仏
釈
尊
の
股
も
古
く
か
ら
の
本
弟
子
・
地
涌
と
し
て
、
或
い
は
本
門
本
尊
の
中
の
脇

士
と
し
て
重
要
な
立
場
に
在
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
尚
、
、
の
文
で
「
・
此
時
」
と
云
う
の
は
勿
論
、
末
法
今
時
を
指
し
て
い
る
わ
け

ノ
ノ
⑨

で
あ
る
が
、
「
末
法
初
誇
法
国
」
に
於
け
る
「
此
時
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
末
法
と
限
定
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
「
地
涌
千
界
不
レ

⑩

ノ

出
二
正
像
一
者
正
法
一
千
年
之
間
小
乗
権
大
乗
也
。
桟
時
共
無
し
之
。
」
と
し
て
い
る
。
宗
祖
は
本
尊
抄
の
中
で
、
法
華
一
経
悉
く
こ
れ
八
末

法
為
正
Ｖ
と
す
る
論
説
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
部
と
み
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ノ

ハ
ノ
】
一
．
ス
◎
シ
０
Ｏ
ス
ノ
ハ
ト
ハ
ノ
タ
ル
ノ

⑳
「
本
門
四
依
地
涌
千
界
末
法
始
必
可
二
出
現
一
。
今
遣
使
還
告
地
涌
也
。
是
好
良
薬
寿
景
品
肝
要
名
体
宗
用
教
南
無
妙
法
蓮
華
経
是

と
あ
っ
て
、
寿
量
品
の
「
遣
使
還
告
」
の
使
者
は
即
ち
上
行
で
あ
る
と
し
、
良
医
（
本
仏
）
の
使
者
（
上
行
）
は
、
良
薬
（
妙
法
）
を
持

っ
て
、
必
ず
末
法
（
此
時
）
に
「
出
現
」
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
神
力
品
所
説
の
別
付
職
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
ま
た
宗
祖
自
身
の
法

華
経
色
読
体
験
か
ら
願
り
み
て
も
、
「
地
涌
千
界
は
末
法
の
始
め
に
、
必
ず
出
現
す
べ
し
。
」
と
云
う
確
信
が
持
た
れ
る
に
至
っ
た
も
の

宗
祖
に
と
っ
て
寿
壁
品
所
説
の
「
遣
使
還
告
」
は
、
即
ち
「
仏
使
」
で
あ
り
、
こ
の
「
仏
使
」
は
ま
た
「
上
行
」
以
外
に
は
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
先
き
の
④
と
、
の
文
に
示
さ
れ
て
い
る
「
釈
尊
の
脇
士
」
そ
の
も
の
に
当
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
一

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

⑪
也
・
」

（20）



伏
」
の
両
面
』

で
き
え
よ
う
。

即
ち
、
折
睡

即
ち
、
折
伏

法
華
経
所
説
の
「
上
行
菩
薩
」
に
つ
い
て
、
宗
祖
の
見
解
を
、
観
心
本
尊
抄
に
照
し
合
せ
て
、
一
見
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
「
本
仏

⑫

釈
尊
」
と
、
「
本
化
上
行
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
地
涌
千
界
は
教
主
釈
尊
の
初
発
心
の
弟
子
な
り
。
」
と
し
て
、
寿
量
品
に
お
い

て
教
主
の
久
遠
本
地
が
開
顕
さ
れ
る
と
同
時
に
、
脇
士
の
弟
子
に
つ
い
て
も
、
そ
の
本
地
が
開
顕
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
師
弟
共

に
開
権
顕
実
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
門
の
教
主
釈
尊
に
対
す
る
本
巻
属
の
上
行
菩
薩
が
、
い
か
な
る
性
格
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
か
を

窺
う
こ
と
が
で
き
え
よ
う
。
観
心
本
尊
抄
の
中
で
は
、
上
行
等
の
四
大
菩
薩
に
つ
い
て
更
に
次
の
よ
う
な
解
説
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

ノ
ニ
キ
ル
テ
⑬

キ

ノ

シ
テ
ニ
ス
ヲ

②
「
如
し
是
高
貴
大
菩
薩
約
二
足
三
仏
一
受
二
持
之
一
。
末
法
初
可
レ
不
し
出
欺
。

ス
ル
ヲ
ハ
テ
ト
シ
ヲ
ス
ル
ヲ
ハ
テ
ト
ス
ワ
⑭

二
ル

④
「
当
し
知
此
四
菩
薩
現
二
折
伏
一
時
成
二
賢
王
一
誠
二
責
愚
王
一
行
二
摂
受
一
時
成
し
僧
弘
二
持
正
法
一
。

ス
ノ
ヲ

ト

フ
ニ
シ
テ
ノ
ワ

サ
ノ
ヲ

ノ
リ
フ
ル

⑦
「
伝
教
大
師
粗
顕
二
示
法
華
経
実
義
一
。
雛
し
然
時
未
し
来
之
故
建
二
立
東
方
鵡
王
一
不
し
顕
二
本
門
四
菩
薩
一
。
所
詮
為
二
地
涌
千
界
一
譲
二
与

⑮

ヅγ
此
一
故
也
。

右
の
文
の
中
、

右
の
文
の
中
、

②
は
先
き
の
＠
の
文
「
始
出
二
現
世
こ
竝
に
③
の
文
「
末
法
始
必
可
二
出
現
こ
と
考
え
合
せ
て
見
る
と
き
、
末
法
の
初
に

此
の
四
大
菩
薩
が
出
世
す
る
こ
と
を
、
反
語
の
型
で
強
め
て
い
る
と
み
な
し
え
よ
う
。
つ
ま
り
法
華
経
を
受
持
し
て
、
末
法
に
出
現
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
㈲
の
文
で
は
、
末
法
に
お
け
る
四
大
菩
薩
の
弘
経
活
動
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
摂
受
」
と
「
折

伏
」
の
両
面
に
お
け
る
正
法
弘
布
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
宗
祖
自
身
の
法
華
経
体
験
を
通
し
て
語
ら
れ
た
実
感
と
し
て
解
す
る
こ
と
が

を
行
じ
て
は
立
正
安
国
論
を
幕
府
に
提
出
し
、
政
治
担
当
者
に
対
す
る
政
道
の
批
判
と
、
宗
教
の
改
革
を
論
じ
、
勧
持
品

⑯

二
十
行
の
偶
文
色
読
に
、
身
命
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
一
⑳
の
文
の
「
誠
二
責
愚
王
こ
に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
世
皆
背
し
正
、
人
悉
総
遅
廻
い
う
末
法
濁
世
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
折
伏
を
主
と
し
た
弘
教
活
動
が
要
求
さ
れ
て
来
る
の
は
当
然

キ
二

(2I)



と
こ
ろ
で
、
宗
祖
は
こ
の
四
大
菩
薩
に
つ
い
て
、
末
法
の
い
つ
頃
、
ど
こ
に
出
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
云
う
点
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
、
の
文
に
も
示
さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
り
、
末
法
の
「
此
時
」
で
あ
り
、
日
本
の
「
此
国
」
を
指
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
更

に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

リ
テ
ヲ
ク
リ
ノ
ニ

ー
ー

セ
ニ
モ

ノ

ノ
モ

ニ
テ
ヲ
ブ
ニ

⑦
「
此
菩
薩
蒙
二
仏
勅
一
近
在
二
大
地
下
一
。
正
像
未
二
出
現
一
末
法
又
不
二
出
来
一
大
妄
語
大
士
也
。
三
仏
未
来
記
亦
同
二
泡
沫
一
。
以
レ
此
惟
レ

ハ
ス
ノ
《
］
二
や
ム
セ
ナ
ル
⑬

ワ
キ
ニ

ス

之
無
二
正
像
一
出
二
米
大
地
震
大
慧
星
等
一
。
此
等
非
二
金
翔
烏
・
修
羅
・
龍
神
等
勤
変
一
。
偏
四
大
菩
薩
可
レ
令
二
出
現
一
先
兆
欺
。

こ
の
「
近
在
二
大
地
下
一
」
と
い
う
の
は
、
涌
出
品
の
「
娑
婆
世
界
三
千
大
千
国
土
、
地
皆
溌
裂
而
於
其
中
、
有
二
無
哉
千
万
催
、
菩
雌
摩

⑲

訶
薩
一
、
同
時
涌
出
」
の
文
に
依
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
地
震
大
慧
星
を
も
っ
て
、
上
行
出
現
の
先
兆
と
し
て
い
る
点
に
注
目
し
よ
う
。

こ
こ
で
云
う
「
大
地
震
」
と
は
、
恐
ら
く
正
嘉
元
年
の
大
地
震
を
指
し
て
お
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
祖
は
こ
の
時
の
地
震
を
、

鎌
倉
の
草
庵
に
あ
っ
て
目
の
前
に
さ
れ
、
最
初
は
こ
れ
を
亡
国
の
凶
相
と
み
て
、
何
ん
と
か
国
を
救
お
う
と
す
る
愛
国
の
念
か
ら
、
立
正

⑳
⑳

安
国
論
述
作
の
直
接
動
機
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
の
ち
次
第
に
推
移
し
て
、
今
こ
こ
で
は
本
化
出
現
の
吉
瑞
と
み
な
し
て
お
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
正
端
元
年
の
大
地
礎
は
、
宗
祖
に
と
っ
て
、
極
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
来
る

と
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
任
に
当
っ
た
者
に
と
っ
て
は
、
文
字
通
り
死
を
も
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
厳
し
い
難
行
道
で
あ

っ
て
、
本
化
の
大
士
で
な
く
て
は
容
易
に
果
し
え
な
い
大
任
と
い
え
よ
う
。
仏
が
「
止
菩
男
子
」
と
迩
化
の
大
士
を
制
せ
ら
れ
、
特
に
地

涌
の
本
化
を
召
し
出
し
た
理
由
も
、
又
自
ず
と
此
処
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

⑦
の
文
は
、
ま
さ
し
く
此
の
間
の
事
状
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
即
ち
、
一
つ
に
は
「
時
期
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、
「
末
法

に
い
ま
だ
至
ら
ざ
る
が
故
」
で
あ
り
、
弘
教
の
「
人
師
」
に
つ
い
て
は
、
「
本
門
の
四
菩
薩
」
で
あ
り
「
地
涌
千
界
」
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
宗
祖
は
｝
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＠

の
で
あ
り
。
御
書
中
に
も
し
ば
し
ば
こ
の
年
の
地
震
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
肯
け
よ
う
。

涌
出
品
の
大
地
震
裂
を
、
正
蹄
元
年
の
大
地
震
に
な
ぞ
ら
え
て
、
上
行
出
現
の
先
兆
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
宗
祖
が
上
行
出
現
に

大
き
な
心
を
用
い
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
「
今
末
法
初
」
に
宗
祖
に
よ
っ
て
、
上
行
出
現
の
問
題
が
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

。
。
。
。
。
◎

て
い
っ
た
こ
と
は
、
経
典
と
の
符
合
と
、
色
読
体
験
の
上
か
ら
、
更
に
、
「
日
蓮
は
法
華
経
の
御
使
也
。
経
に
云
く
、
則
如
来
使
如
来
所

遣
行
二
如
来
事
一
、
三
世
諸
仏
事
者
法
華
経
也
。
」
（
与
北
条
時
宗
諜
四
二
六
）
と
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、
再
誕
自
覚
の
内
証
を

心
底
に
秘
め
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
解
し
う
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
一
一

前
掲
の
観
心
本
尊
抄
に
お
け
る
諸
文
に
よ
っ
て
、
末
法
の
初
め
に
上
行
出
現
し
、
遣
使
還
告
の
仏
使
と
し
て
、
法
華
経
の
題
目
を
弘
通

す
る
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
宗
祖
に
と
っ
て
、
こ
の
上
行
出
現
が
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
か
、
と
い

う
点
を
尚
一
層
深
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

ノ

ー
テ

ヲ

ス

ノ
ノ
ナ
ル
ニ
メ
ワ
テ

ノ

ヲ

仏
は
「
所
詮
迩
化
・
他
方
大
菩
薩
等
以
二
我
内
証
寿
量
品
一
不
し
可
二
授
与
一
。
末
法
初
誇
法
国
悪
桟
故
止
し
之
、
召
二
地
涌
千
界
大
菩
薩
一
寿

ノ
タ
ル
テ
ノ
ヲ
ノ
ー
⑳

最
品
肝
心
以
二
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
令
レ
授
二
与
閻
浮
衆
生
一
也
。
」
と
、
内
証
寿
量
品
の
肝
心
た
る
妙
法
五
字
を
、
地
涌
千
界
の
大
菩
薩
の

上
首
た
る
本
化
上
行
等
の
四
士
に
た
く
し
、
閻
浮
提
の
衆
生
に
授
与
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
悪
世
末
法
に
妙
法
五
字
を
弘
め
る
人

師
は
、
勧
持
品
に
予
言
さ
れ
て
い
る
如
く
、
三
類
の
強
敵
に
会
う
こ
と
と
な
り
、
忍
難
弘
経
の
大
士
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
末
法
の
仏
使
上
行
は
、
法
華
経
の
如
説
修
行
が
約
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
脇
士
と
し
て
教
主
の
教
法
を
如
法
に
実
践
す

る
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
末
法
の
導
師
た
る
資
格
は
、
身
を
も
っ
て
法
華
経
を
実
践
し
て
行
く
こ
と
の
で
き
る
「
法

華
経
の
行
者
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
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宗
祖
は
こ
の
一
行
者
」
に
つ
い
て
、
開
目
抄
の
中
で
、
自
身
の
問
題
と
し
て
究
明
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
今
度
は
、
開
目
抄
を
中
心
と
⑳

し
な
が
ら
、
宗
祖
の
い
わ
れ
る
「
法
華
経
の
行
者
」
と
、
「
地
涌
千
界
の
上
首
上
行
」
と
の
関
連
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

附
目
抄
は
、
そ
の
述
作
の
目
的
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
宗
祖
が
し
ば
し
ば
迫
害
に
会
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
門
下

の
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
。
即
ち
、
「
我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。
」
と
云
う
疑
問
を
提
示
し
、
「
此
疑

は
此
普
肝
心
、
一
期
の
大
事
」
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
解
答
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。
「
Ⅳ
る
に
法
華
経
第
五
の
巻
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
は
、
日
蓮
だ
に
も
此
国
に
生
れ
ず
ば
、
ほ
と
を
ど
世
尊
は
大
妄
語
の
人
、
八
十

⑳

万
億
那
由
佗
の
菩
薩
は
提
婆
が
虚
証
罪
に
も
堕
ぬ
く
し
。

⑱
「
今
の
世
を
見
る
に
、
日
蓮
よ
り
外
の
諸
僧
、
た
れ
の
人
か
法
華
経
に
つ
け
て
諸
人
に
悪
口
罵
署
せ
ら
れ
、
刀
杖
等
を
加
う
る
者
あ

⑳

ハ

る
。
日
蓮
な
く
ば
此
一
偶
の
未
来
記
妄
語
と
な
り
ぬ
。

右
の
中
、
＠
は
仏
が
末
法
に
此
の
経
を
弘
む
る
者
の
た
め
に
予
言
せ
ら
れ
た
「
仏
の
未
来
記
」
で
あ
る
勧
持
品
の
色
読
を
通
し
て
得
ら
れ

た
「
行
者
」
と
し
て
の
、
即
ち
「
仏
使
」
と
し
て
の
自
負
心
を
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
⑳
の
文
に
よ
っ

て
み
て
も
分
明
で
あ
り
、
「
末
法
の
初
め
」
に
出
現
し
、
宗
祖
の
如
く
身
を
挺
し
て
法
華
経
弘
通
に
当
ら
れ
た
人
は
、
他
に
全
く
例
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
云
う
「
経
証
」
並
に
「
現
証
」
の
両
面
か
ら
推
し
て
も
、
「
日
蓮
だ
に
も
」
又
は
「
日
蓮
な
く
ば
」
と
い
う
強
い

自
覚
の
表
明
へ
と
発
展
し
て
行
か
れ
た
も
の
と
思
え
る
。

ク

②
「
又
云
数
々
見
擴
出
等
云
云
、
日
蓮
法
華
経
の
ゆ
へ
に
度
々
な
が
さ
れ
ず
ば
、
数
々
の
二
字
い
か
ん
が
せ
ん
。
此
の
二
字
は
天
台
伝
教

。
。
。
○

も
い
ま
だ
よ
み
給
は
ず
。
況
や
余
人
を
や
。
末
法
の
始
の
し
る
し
、
恐
怖
悪
世
中
の
金
言
の
あ
ふ
ゆ
へ
に
、
但
日
蓮
一
人
こ
れ
を
ょ

⑳

め
り
。
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。
。
。
。
。
。
。
⑳

○

。

。

０

。

②
「
当
世
法
華
の
三
類
の
強
敵
な
く
ば
誰
か
仏
説
を
信
受
せ
ん
。
日
蓮
な
く
ば
誰
を
か
法
華
経
の
行
者
と
し
て
仏
語
を
た
す
け
ん
。

こ
う
し
た
「
行
者
」
と
し
て
の
自
覚
の
表
明
は
、
立
正
安
岡
諭
提
出
以
来
の
忍
難
弘
経
に
よ
る
「
未
来
記
の
実
践
」
を
ふ
り
か
え
っ
て
み

⑳

た
上
で
、
「
経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
」
と
い
う
境
地
に
至
っ
た
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
。

古
来
、
宗
祖
は
立
教
開
宗
の
当
初
よ
り
、
す
で
に
仏
使
上
行
と
し
て
の
自
覚
を
、
内
証
と
し
て
持
っ
て
お
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が

た
し
か
に
自
覚
・
内
証
と
し
て
は
持
っ
て
お
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
表
明
を
さ
れ
る
段
階
に
ま
で
は
、
未
だ
立
ち
至
っ
て
お
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
経
文
に
、
そ
の
弘
経
の
行
動
が
、
ぴ
っ
た
り
一
致
普
合
し
た
」
と
い
う
段
階
は
、
や
は
り
竜

．
⑳

ノ
ロ
か
ら
佐
渡
を
経
た
上
で
、
到
達
し
た
境
界
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
実
に
お
い
て
、
「
日
蓮
よ
り
外
の
諸
僧
」
が
、
法
華
絲
弘
通
の
た
め
に
、
悪
口
照
晋
さ
れ
、
刀
杖
瓦
石
を
加
え
ら
れ
、
更
に
、
し
ば

し
ば
摘
出
さ
れ
た
者
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
又
三
類
の
強
敵
に
よ
っ
て
、
「
大
難
は
四
ヶ
度
、
小
難
は
数
知
れ
ず
」
と
い
う
生
命

に
か
か
わ
る
迫
害
に
あ
わ
れ
た
人
師
が
、
他
に
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
た
だ
日
蓮
一
人
」
こ
れ
を
色
読
し
、
「
法
華
絲
の
行
者
」
と

し
て
仏
語
を
活
き
た
法
門
と
し
、
末
法
に
意
義
あ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
と
す
る
立
場
は
、
ま
さ
し
く
、
前
記
の
本
尊
抄
で
示
さ
れ
て
い
る

「
地
涌
千
界
」
並
に
「
釈
尊
の
脇
士
上
行
」
に
あ
た
い
す
る
も
の
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

⑳

即
ち
、
開
目
抄
で
は
、
専
ら
「
行
者
」
の
謡
を
川
い
て
、
宗
祖
自
身
．
期
の
大
事
な
れ
ば
」
と
特
に
亜
視
し
、
末
法
の
導
師
を
究
明

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
引
の
本
尊
抄
縦
文
、
特
に
②
の
「
造
使
遠
告
」
及
び
⑦
の
「
四
大
菩
薩
出
現
の
先
兆
」
弊
の
文

か
ら
推
し
て
、
共
に
「
仏
使
上
行
」
の
究
明
に
あ
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
末
法
の
導
師
・
地
涌
干
界
の
上
首
・
仏
使
上
行
は
、
「
法
華
経
の
行
者
日
蓮
」
に
よ
っ
て
現
実
化
し
、
人
格
化
さ
れ
た

の
で
あ
っ
て
、
②
の
文
に
明
確
な
如
く
、
「
日
蓮
な
く
ば
」
こ
の
仏
説
が
「
妄
語
と
な
る
」
と
こ
ろ
を
「
た
す
け
た
」
こ
と
に
な
る
と
い
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、
「
詮
す
る
と
こ
ろ
は
天
も
す
て
給
へ
、
諸
難
に
も
あ
え
、
身
命
を
期
と
せ
ん
。
（
乃
至
）
我
れ
日
本
の
柱
と
な
ら
む
。
我
れ
日
本
の

⑫

眼
目
と
な
ら
む
。
我
れ
日
本
の
大
船
と
な
ら
む
。
等
と
ち
か
い
し
願
、
や
ぶ
る
べ
か
ら
ず
。

と
云
う
三
大
誓
願
に
し
て
も
、
上
行
と
し
て
の
再
誕
・
垂
迩
た
る
自
覚
な
し
に
は
立
て
ら
れ
な
い
本
化
の
大
願
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

開
目
抄
で
は
周
知
の
如
く
、
そ
の
巻
頭
に
お
い
て
、
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
「
主
・
師
・
親
」
三
徳
を
挙
げ
て
お
ら
れ

⑳

る
が
、
同
抄
の
巻
末
近
く
に
は
、
「
日
蓮
は
日
本
国
の
諸
人
に
し
た
し
（
親
）
父
母
也
」
と
述
べ
、
「
親
徳
」
に
よ
せ
て
、
此
の
国
土
の

衆
人
に
と
っ
て
親
し
き
導
師
た
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
合
せ
て
み
る
時
、
一
層
宗
祖
の
内
心
に
上
行
と
し
て
の
立
場
を

自
覚
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

四

開
・
本
両
抄
か
ら
、
宗
祖
の
上
行
再
誕
と
し
て
の
、
自
覚
表
明
に
関
す
る
一
考
を
め
ぐ
ら
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
「
上
行

再
誕
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
自
覚
の
表
明
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
前
引
の
各
諸
文
を
通
し
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た

宗
祖
の
真
意
に
多
少
な
り
と
も
ふ
れ
た
時
、
如
上
の
所
論
に
示
し
た
上
行
と
し
て
の
仏
使
の
立
場
が
、
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
所
論
を
一
層
明
確
化
す
る
た
め
、
開
・
本
の
両
抄
以
外
の
諸
御
書
の
中
か
ら
、
更
に
上
行
再
誕
に
関
す
る
聖
意
を
く
み
と

う
の
で
あ
り
、
「
本
門
の
釈
尊
」
を
助
け
て
補
佐
す
る
の
が
「
脇
士
上
行
」
の
使
命
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
釈
尊
Ｉ
上
行
１
日
蓮
」
と
い
う
内
相
承
の
確
立
は
、
こ
う
し
て
開
・
本
両
抄
の
中
に
、
法
華
経
色
読
の
回
顧
を
さ
れ
な
が
ら
、
又
末

法
の
「
正
師
」
を
解
説
究
明
さ
れ
る
型
を
と
り
つ
つ
、
自
ず
と
表
明
さ
れ
、
特
に
「
上
行
か
ら
日
蓮
へ
」
の
思
想
が
、
次
第
に
大
き
な
も

の
と
な
り
、
「
再
誕
」
と
し
て
の
自
覚
の
コ
ー
ス
を
、
力
強
く
踏
み
出
さ
れ
て
行
か
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
、
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
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っ
て
み
る
こ
と
に
し
て
み
よ
う
。
開
・
本
の
両
抄
と
異
り
、
真
賦
が
現
存
し
な
い
た
め
、
文
献
学
上
は
問
題
の
残
る
祖
書
も
あ
る
が
、
一

応
と
り
あ
げ
た
上
で
、
開
・
本
両
抄
の
聖
意
に
添
う
べ
く
所
論
を
す
す
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

先
ず
、
諸
法
実
相
妙
に
は
、
次
の
よ
う
な
上
行
に
関
す
る
諸
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
。
○
○
０
．
。

◎
０
．
０
．
。
。

②
「
日
蓮
末
法
に
生
れ
て
上
行
菩
薩
の
弘
め
給
ふ
べ
き
所
の
妙
法
を
先
立
て
粗
ひ
ろ
め
、
（
乃
至
）
地
涌
の
菩
薩
の
さ
き
が
け
日
蓮
一

＠

．人
也
。
地
涌
の
菩
薩
の
数
に
も
や
入
り
な
ま
し
。

②
「
若
日
蓮
地
涌
の
菩
薩
の
数
に
入
ら
ば
、
堂
に
日
蓮
が
弟
子
檀
那
地
涌
の
流
類
に
非
ず
や
。
経
に
云
く
、
能
鐸
鋒
ニ
ー
ル
逸
溌
華

ノ

ヲ
ニ
ノ
ハ
ノ

ノ
ト
シ
テ
ス
ル
ナ
リ
ノ
ヲ

⑳

経
乃
至
一
句
一
当
し
知
是
人
則
如
来
使
、
如
来
所
道
行
二
如
来
事
一
・
堂
別
人
の
事
を
挽
き
給
ふ
な
ら
ん
や
。ノ

ス
ル

法
師
品
の
文
に
よ
れ
ば
、
滅
後
に
法
華
経
の
一
句
と
雛
も
、
こ
れ
を
弘
む
る
者
は
「
如
来
使
」
で
あ
り
一
・
如
来
所
遣
」
に
し
て
「
行
二
如

ノ
ワ

来
事
一
」
な
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
末
法
の
「
如
来
使
」
は
、
本
尊
抄
で
云
う
と
こ
ろ
の
「
地
涌
千
界
」
で
あ
り
、
「
釈
尊
の
脇
士
上
行
」

○
○
。
◎

に
し
て
、
又
開
目
抄
で
い
う
「
法
華
経
の
行
者
」
に
当
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
「
地
涌
の
菩
薩
の
さ
き
が
け
」
と
い
う
考
え
は
、

そ
の
後
に
二
陣
三
陣
と
続
く
者
の
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
「
弟
子
檀
那
」
も
「
妙
法
五
字
を
弘
む
る
者
」
は
、
流
類
と

し
て
本
化
地
涌
の
一
人
な
り
と
い
う
説
が
、
法
師
品
の
文
か
ら
成
立
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑦
「
日
蓮
と
同
意
な
ら
ば
地
涌
の
菩
薩
た
ら
ん
か
。
地
涌
の
菩
薩
に
さ
だ
ま
り
な
ば
釈
尊
久
遠
の
弟
子
た
る
事
あ
に
疑
ん
や
。
経
に
云

な
ろ
う
。

こ
の
中
、
⑦
の
文
は
先
き
の
開
目
抄
に
お
け
る
②
。
⑳
。
②
及
び
刃
の
各
文
と
対
照
し
て
見
る
と
き
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の
宗
祖
の
立

場
が
判
然
と
し
て
く
る
の
で
あ
り
、
（
②
の
文
で
は
更
に
弟
子
檀
那
も
「
地
涌
の
流
類
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
尊
抄
に
お
け

る
④
と
③
の
文
と
照
合
し
て
み
る
と
き
、
「
妙
法
五
字
を
幼
稚
に
服
せ
し
む
」
と
い
う
「
遣
使
還
告
」
の
「
地
涌
日
蓮
」
の
相
が
明
確
と
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こ
の
よ
う
に
、
宗
棚
自
身
の
「
地
涌
・
迩
使
」
た
る
こ
と
を
明
か
す
と
同
時
に
、
そ
の
門
下
流
顛
も
ひ
と
し
く
地
涌
の
出
現
た
る
こ
と
を

附
顕
さ
れ
た
一
文
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
前
記
法
師
品
の
維
文
を
、
体
験
を
通
し
て
註
釈
さ
れ
た
祖
文
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

同
抄
の
末
文
に
は
、

次
に
、
法
華
取
要
抄
の
所
説
を
見
る
と
、
三
秘
の
名
目
を
明
示
さ
れ
た
あ
と
、
左
記
の
よ
う
な
上
行
に
関
す
る
一
文
が
あ
る
。

ハ
テ
ヲ
人
ヲ
ノ
ノ
ー
テ
ニ
ヘ
ヲ
シ
シ
シ

⑦
「
日
蓮
捨
二
広
略
一
好
二
肝
要
一
。
所
謂
上
行
菩
薩
所
伝
妙
法
蓮
華
経
五
字
也
。
（
乃
至
）
仏
既
入
二
宝
塔
三
仏
竝
レ
座
分
身
来
集
召
二
出

礎
⑳

ヲ
テ
ヲ
テ
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ

地
涌
一
取
二
肝
要
一
当
二
末
代
一
授
二
与
五
字
一
当
世
不
し
可
し
有
一
興
義
一
。

上
行
所
伝
肝
要
の
五
字
を
末
法
の
当
世
に
、
地
涌
と
し
て
弘
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
不
可
有
異
義
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
又

る
で
あ
ろ
う
。

キ
ヒ
⑳

ノ

ノ
ノ

シ
ヲ

一
一

ノ

の
「
如
レ
是
乱
二
国
土
一
後
出
二
現
上
行
等
聖
人
一
本
門
三
法
門
建
二
立
之
一
一
四
天
四
海
一
同
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
無
し
疑
者
欺
。

と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
本
尊
抄
の
、
並
び
に
②
の
文
と
同
様
の
趣
旨
を
持
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
と

ひ
と
し
く
「
上
行
出
現
」
を
説
か
れ
た
他
の
祖
書
を
二
三
挙
げ
て
み
る
と
、
大
体
次
の
如
く
で
あ
る
。

⑳

⑦
「
今
の
時
は
世
す
で
に
上
行
菩
薩
等
の
御
出
現
の
時
剋
に
相
当
れ
り
。

ｅ
「
経
に
は
上
行
・
無
辺
行
等
こ
そ
出
で
て
ひ
ろ
め
さ
せ
給
ふ
く
し
と
見
へ
て
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
見
へ
さ
せ
新
は
ず
。
日
蓮
は
其
人

、
、
、
、
、

４
に
は
候
は
ね
ど
も
、
ほ
ぼ
心
え
て
候
へ
ば
、
地
涌
の
菩
薩
の
出
で
さ
せ
給
ふ
ま
で
の
口
ず
さ
み
に
、
あ
ら
あ
ら
申
し
て
、
況
滅
度
後

⑳

ス
ノ
ヲ

く
我
従
一
久
遠
一
来
教
二
化
娃
等
衆
一
と
は
足
也
。
．

②
「
末
法
に
し
て
妙
法
蓮
華
維
の
五
字
を
弘
め
ん
者
は
男
女
は
き
ら
ふ
ぺ
か
ら
ず
、
皆
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
に
非
ず
ん
ば
唱
へ
が
た
き

⑰

腿
目
也
。
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②
「
涌
出
品
は
日
蓮
が
た
め
に
は
す
こ
し
よ
し
み
あ
る
品
也
。
其
故
は
上
行
菩
薩
等
の
末
法
に
出
現
し
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字

⑫

を
弘
む
ぺ
し
と
見
へ
た
り
。
し
か
る
に
先
ず
日
蓮
一
人
出
来
す
。

右
の
諸
文
は
い
ず
れ
も
「
上
行
出
現
」
を
説
き
、
本
尊
抄
の
文
と
意
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
「
日
蓮
は
其
人
に
は
候
は
ね
ど
も
」

と
云
い
な
が
ら
も
「
ほ
ぼ
心
え
て
候
へ
ば
」
と
暗
に
「
其
人
」
た
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
⑦
で
は
「
出

現
の
時
剋
」
到
来
を
示
し
、
②
で
は
「
日
蓮
一
人
出
来
す
」
と
②
の
文
に
あ
る
「
さ
き
が
け
」
の
意
を
表
し
、
ｅ
の
「
、
ず
さ
み
」
及
び

「
ほ
こ
さ
き
に
当
り
候
也
」
の
文
と
関
巡
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
上
米
引
証
の
各
祖
文
を
照
合
し
た
時
、
宗
柵
の
「
上
行
榔
誕
」
又
は
「
上
行
垂
迩
」
の
聖
意
が
、
文

底
に
秘
沈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
う
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

五

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
考
察
を
、
よ
り
深
め
て
行
く
た
め
、
更
に
祖
文
に
つ
い
て
、
一
歩
を
進
め
て
み
よ
う
。
法
華
初
心
成
仏
妙
に
は
、

⑬

。
◎

④
「
妙
法
五
字
を
弘
め
給
は
ん
智
者
を
ば
、
い
か
に
賎
し
く
と
も
上
行
菩
薩
の
化
身
欺
、
又
釈
迦
如
来
の
御
使
欺
と
忠
ふ
く
し
。

と
あ
っ
て
、
「
上
行
化
身
」
の
語
が
見
ら
れ
、
ま
た
頼
基
陳
状
に
よ
れ
ば
、
宗
祖
自
身
に
つ
い
て
、

⑭

○
○

②
「
久
成
如
来
の
御
使
、
上
行
菩
薩
の
垂
迩
、
法
華
本
門
の
行
者
、
五
五
百
歳
の
大
導
師
に
て
御
座
候
。

と
あ
り
、
「
上
行
垂
迩
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
更
に
波
木
井
殿
御
醤
に
よ
れ
ば
、０
．

④
「
経
文
に
は
、
末
法
に
法
華
経
を
弘
む
る
行
者
あ
ら
ば
、
上
行
替
雌
の
示
現
な
り
と
思
ふ
ぺ
し
。
言
ざ
る
者
は
仏
法
の
怨
な
り
と
仏

⑮

説
き
給
へ
り
。

、

の
ほ
こ
さ
き
に
当
り
候
也
。
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と
あ
る
如
く
、
「
上
行
示
現
」
の
語
が
川
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
③
・
の
。
④
の
三
譜
は
、
化
身
・
垂
迩
・
示
現
の
各
語
を
用

い
て
、
い
ず
れ
も
末
法
の
「
法
華
経
を
弘
め
る
者
」
を
、
上
行
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
の
点
で
は
、
先
き
の
②
並
び
に
開
目
抄

の
＠
以
下
の
諸
文
と
関
連
さ
せ
て
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
相
互
の
文
章
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
祖
の
自
覚
・
内
証
が
一
屑

明
ら
か
な
も
の
と
し
て
、
考
え
ら
れ
て
来
よ
う
。

次
に
、
高
橋
入
道
殿
御
返
事
を
見
る
と
、
上
行
出
現
を
左
記
の
諸
文
に
よ
っ
て
強
調
し
て
お
ら
れ
る
。

⑤
「
大
地
の
底
よ
り
上
行
菩
薩
と
申
せ
し
老
人
を
召
し
い
だ
し
て
、
多
宝
仏
・
十
方
の
諸
仏
の
御
前
に
し
て
、
釈
迦
如
来
七
宝
の
塔
中

⑯

に
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
上
行
菩
薩
に
ゆ
づ
り
給
ふ
。

⑦
「
末
法
に
入
り
な
ば
（
乃
至
）
其
時
上
行
菩
薩
出
現
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
一
閻
浮
提
の
一
切
衆
生
に
さ
づ
く
べ
し
。
其
時
一

⑰

切
衆
生
此
の
菩
薩
を
か
た
き
と
せ
ん
。

本
尊
抄
⑦
の
文
と
同
様
に
、
⑧
の
文
は
上
行
別
付
嘱
の
儀
相
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
⑦
は
同
じ
く
本
尊
抄
＠
の
文
に
通
ず
る
も
の
と
云

え
る
。
特
に
「
其
時
一
切
衆
生
此
の
菩
薩
を
か
た
き
と
せ
ん
」
と
云
う
一
文
は
、
「
今
日
蓮
日
本
国
に
生
れ
て
、
一
切
経
竝
に
法
華
経
の

⑬

明
鏡
を
も
て
、
日
本
国
の
一
切
衆
生
の
面
に
引
向
た
る
に
寸
分
も
た
が
わ
ぬ
上
、
仏
の
記
し
給
ひ
し
天
変
あ
り
、
地
天
あ
り
。
」
と
宗
祖

自
身
の
究
明
に
よ
っ
て
、
「
寸
分
も
た
が
わ
ぬ
」
も
の
と
し
て
立
証
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
華
経
の
題
目
を
弘
め
る
宗
祖
に
対
し
て
、
或
い
は
悪
口
罵
腎
し
、
或
い
は
刀
杖
瓦
石
を
加
え
、
或
い
は
流
罪
死
罪
を
加
え
、
「
か
た

き
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
宗
祖
は
、

ｅ
「
仏
の
記
文
す
こ
し
も
た
が
わ
ず
。

⑲

日
蓮
が
法
華
経
の
行
者
な
る
事
も
疑
は
ず
。
」
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と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
の
御
書
は
真
砿
現
存
で
は
な
い
が
、
⑳
の
文
は
明
ら
か
に
本
尊
抄
の
②
⑳
と
同
意
で
あ
り
、
又
、
⑦
の
文
は
開
目

抄
の
②
②
の
文
、
並
に
高
橋
入
道
殿
御
返
事
の
⑦
ｅ
の
各
文
と
通
ず
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
こ
の
御
譜
は
弘
安
二
年
十
二
月
身
延
山
で
記

る
さ
れ
た
御
消
息
文
で
あ
り
、
右
衛
門
太
夫
か
ら
小
袖
や
帽
子
・
栗
等
を
送
ら
れ
た
の
に
対
す
る
御
礼
状
の
一
文
で
あ
る
が
、
③
の
「
貴

辺
も
上
行
菩
薩
の
化
儀
を
た
す
く
る
人
な
る
べ
し
。
」
と
云
う
一
文
と
⑦
の
「
上
行
菩
薩
の
再
誕
の
人
な
る
べ
し
と
覚
え
た
り
。
」
と
云

う
一
文
を
照
合
す
る
と
き
、
宗
祖
を
た
す
く
る
右
衛
門
太
夫
を
「
上
行
菩
薩
の
化
儀
を
助
け
る
人
」
と
な
し
、
自
身
を
「
上
行
菩
薩
再
誕

＠

の
人
」
と
し
て
「
覚
え
」
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
云
う
確
固
た
る
自
覚
の
到
達
が
え
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
ｅ
の
文
は
、
開
目
抄
の
、
竝
に
⑥
の
文
と
共
に
、
宗
祖
自
身
末
法

に
お
け
る
法
華
経
行
者
と
し
て
の
立
場
を
強
く
顕
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
上
述
の
「
上
行
示
現
」
又
は
「
化
身
」
及
び
「
垂
迩
」
等

の
諸
文
と
引
き
く
ら
べ
て
見
た
と
き
、
「
上
行
再
誕
」
と
し
て
の
自
覚
内
証
を
得
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
こ
よ
う
。

さ
て
最
後
に
、
右
衛
門
太
夫
殿
御
返
事
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

③
「
当
今
は
末
法
の
始
の
五
百
年
に
当
り
て
候
。
か
か
る
時
刻
に
上
行
菩
薩
御
出
現
あ
っ
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
日
本
国
の

⑳

一
切
衆
生
に
さ
づ
け
給
ふ
ぺ
き
よ
し
経
文
分
明
な
り
。
又
流
罪
死
罪
に
行
は
る
べ
き
よ
し
明
か
な
り
。

ニ
ク
ク
ノ
ノ
ク
ク
ノ
ワ
ノ
シ
テ
二

⑦
「
日
蓮
は
上
行
菩
薩
の
御
使
に
も
似
た
り
。
此
法
門
を
弘
む
る
故
に
。
神
力
品
云
如
三
日
月
光
明
能
除
二
諸
幽
冥
一
斯
人
行
一
笹
間
一

ク
ス
ノ
ヲ

○
○
。
。
。
。
。
。
◎

能
滅
二
衆
生
間
一
等
云
云
。
此
経
文
に
斯
人
行
世
間
の
五
の
文
字
の
中
の
人
の
文
字
を
ば
誰
と
か
思
食
す
。
上
行
菩
薩
の
再
誕
の
人
な

ニ
ク
テ

ノ
ニ

ワ

③
「
経
云
於
二
我
滅
度
後
一
応
し
受
二
持
斯
経
一
是
人
於
二
仏
道
一
決
定
無
し
有
し
疑
云
云
。
貴
辺
も
上
行
菩
騰
の
化
儀
を
た
す
く
る
人
な

⑫

ス
》
ペ
ー
し
◎

、

る
べ
し
と
覚
え
た
り
。
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以
上
、
開
本
の
両
抄
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
祖
書
を
参
考
と
し
て
、
宗
祖
の
「
上
行
再
誕
」
に
つ
い
て
、
一
考
を
め
ぐ
ら
し

て
来
た
の
で
あ
る
が
、
末
法
の
唱
導
師
と
し
て
、
「
釈
尊
の
脇
士
」
・
「
仏
使
上
行
」
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
れ
る
一
方
、
そ
の
門
下
に

対
し
て
も
、
「
地
涌
の
菩
薩
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
唱
え
が
た
き
題
目
」
と
し
て
、
題
目
受
持
の
者
を
「
地
涌
千
界
の
一
分
」
に
加
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
師
弟
倶
に
、
「
本
化
上
行
」
と
し
て
、
又
「
地
涌
千
界
の
菩
薩
」
と
し
て
、
開
顕
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

【
註
】①
大
正
蔵
経
九
’
一
’
四
○
（
上
）

。
。
◎

②
法
師
品
に
「
我
滅
度
後
、
能
綱
為
二
一
人
》
説
二
法
華
経
乃
至
一
句
一
・
当
し
知
是
人
。
則
如
来
使
如
来
所
し
巡
行
二
如
来
事
｝
。
」
（
大
正
蔵
九
１
－
１
三

○
下
）
と
あ
る
。

③
観
心
本
尊
抄

④
同
⑤
同
⑥
同
⑦
従
地
涌
出
品

③
観
心
本
尊
抄

⑨
同
⑩
同
⑪
同
⑫
同
⑬
同
⑭
同

昭
定
遺
七
一
二
頁

同
同
同
同

同
七
二
○
頁

（
大
正
蔵
経
九
１
－
１
三
九
下
）

昭
定
遺
七
一
九
頁

同
七
一
六
頁

同
七
一
九
頁

同
七
一
六
頁

同
七
一
九
頁

同
同
同
同

（32）



⑪
開
目
抄
昭
定
避

⑫
同
同

、
同
同

、
諸
法
実
相
妙
同

、
同
同

⑳
観
心
本
尊
抄
昭
定
遺
七
一
五
頁

⑳
「
本
化
上
行
」
は
、
本
仏
に
対
し
て
は
「
釈
尊
の
脇
士
」
で
あ
り
、
「
仏
使
」
で
あ
る
が
、
末
法
の
衆
生
に
対
し
て
は
「
唱
導
師
」
で
あ
り
、

難
弘
経
の
大
士
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
開
目
抄
で
は
「
法
華
経
の
行
者
」
と
云
う
立
場
で
究
明
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑮
開
目
抄
昭
定
遺
五
五
九
頁

⑳
同
同
同

⑳
同
同
五
六
○
頁

⑳
同
同
同

⑳
同
同
同

⑳
三
沢
妙
（
一
、
四
四
六
頁
）
に
お
い
て
、
佐
前
の
法
門
を
、
仏
の
爾
前
経
と
同
様
に
扱
い
、
佐
後
を
も
っ
て
仏
の
真
実
開
顕
に
比
す
る
の
も
、

一
つ
で
あ
る
。

で
あ
り
、

⑮
同
同
七
二
○
頁

⑯
勧
持
品
（
大
正
蔵
九
’
一
’
三
六
中
）

⑰
立
正
安
国
論
昭
定
遺
二
○
九
頁

⑱
観
心
本
尊
抄
同
七
二
○
頁

⑲
従
地
涌
出
品
（
大
正
蔵
九
’
一
’
三
九
下
）
・

テ

ノ
ヲ
フ
ワ

⑳
立
正
安
国
論
の
奥
番
に
「
去
見
二
正
攝
元
年
太
歳
丁
巳
八
月
廿
三
日
戌
亥
之
尅
大
地
鍵
一
勘
し
之
」
（
昭
定
避
四
四
二
頁
）
と
あ
る
。

⑳
宗
祖
の
天
変
地
天
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
、
「
大
崎
学
報
」
第
一
○
三
号
の
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
の
天
災
観
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
た
と
え
ば
呵
責
誇
法
妙
、
曾
谷
識
、
富
木
譜
、
顕
未
来
記
、
法
華
取
要
抄
、
撰
時
抄
等
の
諸
御
番
に
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
祖
の
天
変
地
天
に
関
す
る
見
方

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

七七六六五
二二○○六
六五八一一

頁頁頁頁頁

”
て
の

「
忍

（麺）



⑳
同
同
同

⑰
同
同
同

⑳
法
華
取
要
抄
同
八
一
六
頁

⑳
同
同
八
一
八
頁

、
下
山
御
消
息
同
一
、
三
一
六
頁

、
本
尊
問
答
妙
同
一
、
五
八
六
頁

、
上
野
殿
御
返
事
同
一
、
六
三
六
頁

⑬
法
華
初
心
成
仏
妙
同
一
、
四
一
三
頁

⑭
頼
基
陳
状
同
一
、
三
五
二
頁

⑮
波
木
井
殿
御
書
同
一
、
九
二
六
頁

、
高
橘
入
道
殿
御
返
事
同
一
、
○
八
四
頁

⑰
同
同
一
、
○
八
五
頁

⑬
同
同
一
、
○
八
六
頁

⑲
同
同
一
、
○
八
七
頁

⑳
右
衛
門
太
夫
殿
御
返
事
同
一
、
七
一
九
頁

③
同
同
同

、
同
同
一
、
七
二
○
頁

、
「
寂
日
房
御
密
」
（
一
、
六
六
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
也
。
す
で
に
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
の
文
は
日
本
国
の

中
に
は
日
蓮
一
人
よ
め
り
。
」
と
あ
っ
て
、
開
目
抄
の
②
の
文
と
、
ほ
ぼ
同
様
に
述
べ
ら
れ
、
そ
の
下
に
「
日
蓮
を
生
み
い
だ
せ
し
父
母
」
の
こ
と

。
◎

を
、
「
上
行
菩
薩
等
の
四
菩
薩
の
中
の
垂
迩
か
。
不
思
議
に
覚
え
候
。
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、
神
力
品
の
「
斯
人
行
世
間
」
の
文
を
引
き
、

「
日
蓮
等
、
此
の
上
行
菩
薩
の
御
使
と
し
て
、
日
本
国
の
一
切
衆
生
に
法
華
経
を
う
け
た
も
て
と
勧
め
し
は
是
也
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（34）


